
 

 

健康経営 と CTI Challenge 2035 ～ 持続的成長に向けて ～ 

 

当社では、「健康経営の推進」を重要なテーマとして位置づけています。健康は CTI の成長を支

える欠かせない基盤であり、健康経営は「長期経営ビジョン」を実現するための取り組みである

「CTI Challenge 2035」とも強く結びついています。皆さん一人ひとりが、自らの健康に関心を持

ち、その維持・向上に取り組んでいくことは非常に重要です。本メッセージでは、会社としての考

え方や方針とともに、健康経営に対する私の思いをお伝えします。 

 

「CTI Challenge 2035」は、売上目標の達成だけを目的としたものではありません。職員一人ひ

とりのやりがいやエンゲージメントの向上、お客さまからの信頼、そして社会への貢献を実現し、

持続的に成長し続ける企業になることを目指しています。その実現のためには、職員の皆さんが心

身ともに健康でなければ、売上や利益の創出はもちろんのこと、お客さまや社会からの信頼を守り

続けることはできません。場合によっては、会社の存続そのものに関わる問題にもなり得ます。だ

からこそ、健康経営は経営戦略の中でも重要な位置づけにある取り組みだと考えています。 

 

会社は、健康経営の方針や施策を示します。しかし、それを実行し、成果につなげていくために

は、職員一人ひとりの理解と共感、そして主体的な行動が不可欠です。健康を「自分ごと」として

捉え、日々の生活習慣や働き方を見つめ直し、定期健診の受診や適度な運動、メンタル不調を一人

で抱え込まないことなど、できるところから一歩を踏み出していただきたいと考えています。 

 

当社が目指す健康経営については、「健康経営戦略マップ」に体系的に整理しています。職員の

健康課題に対応した健康投資を行い、その効果や意識・行動の変化を確認しながら、施策の見直し

と改善を進め、PDCA を回し続けていきます。その結果として、アブセンティーイズムやプレゼン

ティーイズムの低減を図り、「健康を大切にすることが当たり前」という企業風土を定着させてい

きたいと考えています。 

 

職員の皆さんには、ご自身の健康に目を向け、身体的・精神的・社会的に良好な状態であるウェ

ルビーイングを意識しながら、それぞれの職場で力を発揮してもらいたいと思います。会社として

も、皆さんが安心して働き続けられるよう、健康経営の推進と職場環境の整備づくりに、真剣に取

り組んでいきます。 

代表取締役  社長執行役員 

伊藤 久德 


